
令和５年２月17日発行（毎月6回1、5、11、15、21、25日の発行）ＯＴＫ増刊通巻第5664号 昭和51年9月7日 第三種郵便物認可

発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
５
７
３
ー
０
０
１
７

大
阪
府
枚
方
市
印
田
町
14
ー
17

下
野

浩

方

定
価

50
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

編
集
・
責
任
者

（
事
務
局
）
〒
５
４
５
ー
０
０
２
１

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
５
ー
１
５
ー
２
８

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

６

ー

６

６

２

４

ー

２

５

５

５

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

６

ー

６

６

２

４

ー

２

５

５

６

長

谷

川

幸

子

郵
便
振
替
口
座
０
０
９
３
０
ー
９
ー
６
９
５
９
８

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

お
正
月
早
々
、
家
族
３
人
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
自
宅
療
養
と
な
り
ま
し
た
。

療
養
中
、
息
子
の
訪
問
看
護
師
さ
ん
は
電
話

で
息
子
だ
け
で
な
く
、
私
の
日
々
の
体
調
も

聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
通
所
先
の
ス
タ
ッ

フ
は
お
買
い
物
は
大
丈
夫
で
す
か
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
息
子
の

た
め
に
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う

と
多
く
の
方
と
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
息
子
の
支
援
者
の
皆
さ
ん
に
元
気
付

け
ら
れ
た
の
は
私
で
し
た
。

療
養
明
け
に
は
、
居
宅
支
援
の
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
存
在
の
あ
り
が
た
さ
を
体
感
し
ま
し

た
。
我
が
家
が
受
け
て
い
る
多
く
の
支
援
を

実
感
す
る
一
年
の
始
ま
り
で
し
た
。
Ｈ
・
Ｓ

今年度予定していました第５９回重症心身障害児（者）を守る
全国大会が中止となりました。昨年度に引き続き動画配信が実
施されています。ご案内が大変遅くなりましたが、配信期間が2
月下旬までとなっております。
インターネット環境が整っていない会員向けにDVD収録もされておりますので、視聴をご希望の方

は事務局までお問い合わせください。

※ 守る会のホームページから、配信ページにて無料視聴できます。
※ インターネット環境が整っていない会員の方にも視聴できるようＤＶＤの貸し出しを準備中

全国重症心身障害児（者）を守る会
https://www.normanet.ne.jp/~ww100092/

大阪府重症心身障害児・者を支える会
http://www.sasaeru.or.jp/

お願い：
会員登録の住所・電話
番号等に変更がありま
したら事務局までお知
らせください。

３０回
2023 6 10 土

早川福祉会館 ４Ｆ(ホール)
大阪市東住吉区南田辺1－9－28

オンデマンドによる動画配信

「両親の集い Ｗｅｂ版」
≪視聴期間：令和５年２月下旬まで配信中≫
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大阪府重症心身障害児・者を支える会は、全
国重症心身障害児（者）を守る会の「最も弱い
ものを一人ももれ無く守る」の理念の元、本会
においては、重症心身障害児・者が地域におい
て、普通に暮らし続けていける街づくりを目指
すという方針に基づき、不十分ながらも多くの
方々のお力を借りながら活動をしております。
日本で新型コロナの感染が確認されてから３年が経ちました。様々な制約がある中、

重症心身障害児・者の生活を支えてくださっている支援者の方々に感謝を申し上げます。
昨年も、ウェブを活用してセミナー、クリスマス会、運営委員会と活動をしてまいり

ました。多くの方々にご指導、ご協力をいただきありがとうございました。
今年も皆様のご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会３原則
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全国重症心身障害児（者）を守る会大阪支部
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 長谷川 幸子

施設見学会（ビデオ配信）のお知らせ

令和５年１月２０日（金）、大阪府泉南郡にありますグルー

プホーム ＰＯＰ×２（ぽぷら）に見学に行きました。今回

はコロナ感染症のため会員の皆様のご参加を募らず、運営委

員が見学し、その映像を配信する試みです。映像の編集等に

お時間をいただき、配信の準備が整いましたら皆様にお知ら

せをいたします。しばらくお待ちください。

重度の障がい者を対象としたグループホーム施設です。
自立生活をするためのお手伝いはもちろん、利用者一人
ひとりのペースに合わせた生活リズムや過ごし方を尊重
しながらあたたかな居心地の良い暮らしを提供します。

※ ＱＲコードをスマホで読み取り、
各部屋の間取りを３Ｄ空間でご
覧ください。木のぬくもりを感
じられる各居室は、プライベー
トを重視した完全個室です。

各居室ロフト付き
ミスト機械浴も完備
プライベートルーム
医療体制



支える会セミナー
令和４年１１月５日（土）、早川福祉会館 4Ｆ（ホール）にて大阪発達総合療育センター・セ

ンター長の船戸正久先生に「重症心身障害児者の暮らしを支える医療」～重症児者と家族に寄り
添って～ をテーマにご講演をいただきました。
当会との関わりを交え、フェニックスの開設、大阪の現状・課題と盛り沢山の内容でした。
ご参加の方々からも多くの感想をいただきました。アンケートの中から一部抜粋ではあります

がご紹介いたします。

● 本日は有難うございました。病気（障害）は本人の一部であって、医療はその一部を支える所では

ありますが、退院後の御家族（特にお母様）は医療的ケア・介護・看護、すべてを担っていくので、

その部分をしっかりサポートしていけるシステムが今後もしっかり出来ればと思います。まだまだ重

心の方々をささえていく体制の先駆けとしてのお話。大変興味深く視聴させていただきました。

有難うございました。(施設職員

● 重症児者の方々のその方らしい暮らしに対して様々なプログラム、又、システム、今までの推移、

現状を分かりやすく理解することができました。まだ、充分ではないということも並行して再確認し

ました。（施設職員

● 岸和田市で重症心身障害者の介助を行っています。看護師です。日中生活介護の事業所で呼吸器管

理、吸引、胃ろう、栄養管理、酸素療法、バルンの管理などケアを行っています。チームで実施して

いますが、まだまだ暮らしの場などはなく、医療コーディネーターの制度もなく往診の医師にたよっ

ている状態です。地域によって差があるなと感じました。（医療関係者

● 大阪市の重症心身障がい児へのケアについての歴史を事細かに知ることができて充実した時間にな

りました。私は身体障がいの方の生活介護の施設に勤めているのですが、開設されてそれ程経ってい

ないこともあり、職員皆手探りの状態です。適切なケアを提供できるよう、勉強できる機会を設けて

いただけて嬉しく思います。有難うございました。(施設職員

● 重心のショートステイはたったの８２床しかないのは、本当に少ないと思いました。医療の進歩で

昔なら命を落としていたのに、助かる命が増える一方、それに伴う、色々なサービスが追い付いてい

ない現状に歯がゆさというか、少し腹立たしさ、みたいなものがあります。在宅で子供さんのことを、

みておられる親御さんの高齢化のこともあるので、スピードをもって国の方も検討してほしいです。

(施設職員

● 重症心身障害児者とその家族が地域で安心安全に暮らす為に在宅移行支援プログラム、医療コーディ

ネート事業、ショートステイ連絡協議会等事業がある事を学びました。（医療関係者

 

● 大阪発達総合療育センターが大阪市の障害児・者の医療的ケアを含む重症児の在宅支援を実施され

ている事に心強く基幹病院として益々発展されますよう期待します。児も大変ですが、高齢化に伴い

者の在宅支援も問題です。その一歩のグループホーム「きらり」にも期待したいです。

有難うございました。(親

● 重心の支える会の歴史にはじまって現在までの経過がとてもよく分かりました。有難うございます。

北摂地域に早く施設ができることを願っています。(その他

● 本日はセミナーを企画してくださりありがとうございます。少し的が外れた質問失礼しました。

質問させていただきました、１８歳以降に医療的ケアが必要になったら‥ のお答えいただきました

内容で、地域の内科医の先生が障害や医療的なケアにご対応いただけるというお答えでしたが、ちょ

うど私の息子が１８歳の医療、移行期を経験して感じるのは、大人の対応を慣れておられる地域の医

療機関の先生方であっても、障害に特化した対応の情報共有やそういった専門機関との連携を求めて

おられると感じました。医療コーディネート事業でうまく連携をとっていたただく方法があれば知り

たいです。そしてこの医療コーディネート事業が大阪市だけでなく大阪府下にもこの取り組みが広がっ

ていただけるといいなと強く感じています。在宅移行支援も我が子が幼いころ退院できると聞き嬉し

さと入り混じった複雑な思いを思い出しておりました。こういった取り組みがもっと広がり、安心し

て在宅に移行できる仕組みが根付いてくれることを願っております。（親・家族

● 医療的ケア児の歴史と経過、課題など。初めて聴くことが多く、大変勉強になりました。「家に帰

りたい、お空が見たかった」等の患児の気持ちも、極々当たり前だけど、当たり前にならない現実と、

それは難しいよね、と思う私もいて、インクルーシブって、本当に難しいな、と思いました。（医療

関係者

● 重症心身障害児者の暮らしを支える為に色々な支援が行われていることがよく分かりました。コロ

ナ禍で対応できないこともあると思いますが、これからも宜しくお願いします。在宅の方は、子供が

大きくなり、親は年を取って体力が衰える。自宅での急変の不安、恐怖心は大変です。子供の命を守

り、安全で快適な生活が続けられるバックアップ体制が充実して、ゆとりある生活ができるようにな

ればと思います。（親

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 長谷川 幸子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
やＦＡＸにお寄せ下さい。

令和４年１１月に会員の皆様にアンケートの協力をお願いいたし
ました。お忙しい中、ご回答・返送をいただき有難うございました。
ご回答を読ませていただき、運営委員会で協議いたしまして要望書の作

成をいたします。集計結果・要望内容につきましては後日掲載させていた
だきます。

支える会会員アンケートについて



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
）
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、
国
・
地
方
自
治
体
・

関
係
機
関
お
よ
び
医
療
・
福
祉
・
教
育
に
携
わ
る
皆
様
に
は

重
症
心
身
障
害
児
者
（
以
下
、
「
重
症
児
者
」
と
い
う
）
等

へ
の
感
染
防
止
策
を
第
一
に
、
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
昭
和
三
十
九
年
六
月
に
、
重
い
障
害
の
あ
る
子
ど

も
の
親
た
ち
が
「
最
も
弱
い
も
の
を
ひ
と
り
も
も
れ
な
く
守

る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
結
成
し
、
今
年
で
五
十
八

年
を
迎
え
ま
す
。
重
症
児
者
の
い
の
ち
が
守
ら
れ
、
施
設
に

あ
っ
て
も
在
宅
に
あ
っ
て
も
一
人
一
人
が
豊
か
に
生
き
ら
れ

る
こ
と
を
願
い
、
運
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

医
療
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
重
症
児
者
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

加
齢
に
伴
う
重
度
化
に
加
え
、
高
齢
の
親
に
よ
る
介
護
の
限

界
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま

え
、
本
会
で
は
、
ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
て
も
そ
の
い
の
ち

が
守
ら
れ
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
豊
か
に

生
き
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
親
自
身
が
自
ら
の
責
任
と
義

務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
会
の
三
原
則
に
則
り
、
社
会
の
共

感
を
得
ら
れ
る
活
動
を
真
摯
に
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
会
員
の
総
意
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

一
、
新
た
な
感
染
症
に
備
え
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
日
頃

か
ら
マ
ス
ク
・
手
指
消
毒
剤
を
は
じ
め
衛
生
用
品
・
医

療
物
品
等
の
備
蓄
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、

流
行
時
に
重
症
児
者
の
家
庭
や
施
設
・
事
業
所
等
に
速

や
か
に
供
給
い
た
だ
け
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
、
重
症
児
者
は
濃
厚
な
医
療
を
必
要
と
し
、
様
々
な
合
併

症
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
に
も

感
染
症
に
羅
患
し
た
場
合
に
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
感
染
症
が
流
行
し
た
際
、

自
ら
の
不
調
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
症
児
者
の

い
の
ち
を
守
る
た
め
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要

で
す
。
日
頃
か
ら
本
人
の
状
態
を
よ
く
知
る
か
か
り
つ

け
医
等
か
ら
接
種
で
き
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
介
護
の
限
界
に
あ
る
高
齢
の
親
に
と
っ
て
、
入
所
施
設

は
重
症
児
者
の
い
の
ち
を
守
る
最
後
の
拠
り
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
入
所
待
機
者
が
多
い
地
域
に
あ
っ
て
は
、

施
設
の
新
設
ま
た
は
増
床
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
併

せ
て
、
い
ず
れ
の
施
設
に
お
い
て
も
医
師
、
看
護
師
、

福
祉
職
員
等
の
確
保
に
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
更
な

る
人
材
確
保
及
び
人
材
育
成
の
た
め
の
施
策
の
充
実
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
重
症
児
者
施
設
お
よ
び
国
立
病
院
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
感
染
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
・

窓
越
し
面
会
等
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
重
症
児
者
の
場
合
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状
が
十
分
に
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

視
力
や
聴
力
に
障
害
の
あ
る
方
も
多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン

面
会
や
窓
越
し
面
会
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
感
染
状
況
に
応
じ
柔
軟
に
対
応
い
た
だ

き
、
十
分
な
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
で
き
る
限
り

対
面
で
の
面
会
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
重
症
児
者
施
設
お
よ
び
国
立
病
院
に
お
い
て
は
、
個
別

の
支
援
計
画
を
作
成
し
、
年
齢
・
状
態
に
応
じ
た
日
中

活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
密
に
な
ら
な
い
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
日
中
活
動
が
途
絶
え
な

い
よ
う
な
工
夫
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
短
期
入
所
、
通
園
・
通
所
は
、
重
症
児
者
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
支
援
で
す
。

入
所
施
設
に
お
い
て
は
、
専
門
性
を
活
か
し
た
地
域
支

援
の
拠
点
と
し
て
、
短
期
入
所
に
お
け
る
超
重
症
児
の

受
け
入
れ
の
強
化
、
通
園
・
通
所
支
援
、
相
談
支
援
等

の
更
な
る
充
実
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
国
立
病
院
に
お
い
て
は
、
人
員
配
置
を
拡
充
し
、
手
厚

い
療
育
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
重
症
児
病
棟
を
有
す
る
全
て
の
国
立
病
院
に
お
い

て
通
所
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
、
重
症
児
者
を
対
象
と
し
た
通
園
・
通
所
・
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
身
近
な
地
域
で
通
え
る
よ
う

実
施
箇
所
数
の
更
な
る
拡
充
を
図
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
の
整
備
も
併
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
に
備
え
十
分
な
ソ
ー
シ
ャ

令
和
４
年
度

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

要
望
書

※
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
か
ら
内
閣
府
等
関
係
機
関
に
令
和
４
年
度
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
柔
軟
な
対
応
・
工
夫

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
近
年
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
を
日
常
的
に

必
要
と
す
る
在
宅
の
重
症
児
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
家
族
へ
の
支
援
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

居
住
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
症
児
者
と
そ
の
家
族
が
必

要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
関
係
機
関
に
よ

る
連
携
体
制
の
促
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
医
療
的
ケ
ア
の
あ
る
児
童
生
徒
が
保
護
者
の
付
き
添
い

な
し
で
安
心
・
安
全
に
通
学
し
、
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
学
校
に
お
け
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
等
の
人
員
配
置

と
環
境
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
的

ケ
ア
が
あ
っ
て
も
身
近
な
地
域
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
教
育
環
境
の
整
備
と
自
治
体
に
よ
る
格
差
是
正

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
重
症
児
者
の
通
園
・
通
所
時
の
送
迎
に
つ
い
て
も
、
自

治
体
に
よ
る
格
差
が
大
き
く
、
自
主
送
迎
が
で
き
な
い

た
め
に
通
え
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
通
学

と
同
様
に
体
制
の
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
各
都
道
府

県
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
適
切
な
相
談
支
援
や

情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
相
談
支
援
員

の
研
修
体
制
の
構
築
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
併
せ

て
地
域
の
需
要
に
応
じ
た
社
会
資
源
の
整
備
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
、
ど
ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
一
人
が
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
学
校
卒
業
後
も
継
続
し
て
学
習
の

機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
イ
ド
か
ら
の
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
る
「
療
養
介
護
」
「
生
活
介
護
」
の
個
別
給

付
の
「
そ
の
他
の
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
」
な
ど

に
生
涯
学
習
相
応
の
支
援
を
明
記
し
、
専
門
知
識
の
あ

る
特
別
支
援
学
校
教
員
Ｏ
Ｂ
等
支
援
者
を
雇
用
す
る
た

め
の
加
算
報
酬
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
生
活
介

護
に
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
」
同
様
の
事

業
と
し
て
「
居
宅
訪
問
型
生
活
介
護
」
事
業
の
創
設

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
生
涯
学
習
が
各
地
で
推
進

さ
れ
る
よ
う
都
道
府
県
や
自
治
体
に
窓
口
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

一
、
近
年
、
地
震
・
台
風
・
豪
雨
・
洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど

各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
備

え
、
障
害
者
手
帳
未
取
得
の
低
年
齢
児
も
市
区
町
村
等

各
自
治
体
に
お
い
て
把
握
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、
現
在
努
力
義
務

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
に
含
め
る
な
ど
の
義
務
化
を
図
り
、

各
自
治
体
に
お
い
て
加
算
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の

医
療
機
器
を
必
要
と
す
る
場
合
、
電
源
確
保
は
命
に

直
結
し
ま
す
。
避
難
先
へ
の
電
源
供
給
体
制
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
在
宅
避
難
者
に
も
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年

十
一
月

四
日

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

会

長

北

浦

雅

子

既に納入がお済みの方にはあしからずお許し

を賜りますようお願い申し上げます。

平素より、本会の活動に御理解と御尽力を賜り

誠に有難うございます。

さて、年度末が近づいて参りました。令和４年

度の年会費が未納の方、また納入済みの方につき

ましては令和５年度分として、同封の振込用紙に

て会費納入賜りますようお願い致します。

何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

今後も重症心身障害福祉の為に全力を尽くしま

すので皆様の更なるご支援を賜りますよう心より

お願いします。



 
 

 

 

 地域において重度の障害がある方が生活していくために、多様な

ニーズに基づく、多岐にわたる介護サービスが不可欠です。本講座

は、重度障害者の多様なニーズに適切に対応した介護サービスを提

供できるヘルパーの養成を行い、人権に対する理解を深め、介護技

術及び専門知識等について習得することを目的に開講します。 
 
 

記 
 

開 講 日： 令和5年2月26日(日)、3月4日(土）、5日(日）、18日(土）、19日(日） 

会 場： ゆらっとステーション  
※ 大阪メトロ御堂筋線「西田辺駅」徒歩１２分  ※ 阪堺電軌上町線「姫松駅」徒歩９分 

                       ※ 大阪シティバス「播磨町」徒歩１分・系統 62  63  64  67（あべの橋より）・系統 54A-B（西田辺より） 
 

受 講 資 格： 障害児者の福祉に熱意があり、居宅介護業務に従事しようとする方で５日間受講できる方 

申込み方法： 次の事項を記入の上、ＦＡＸ、ハガキ、Ｅ-ｍａiｌにてお申し込み下さい。 

                （氏名、ふりがな、郵便番号、住所、ＴＥＬ、ＦＡＸ、生年月日、性別） 

費 用： １５，０００円（テキスト代、消費税含む）※申込を受理した後、振込先をお知らせします。 
                ＊受講料納入を確認後、受講票送付をもって受講決定とします。 

                ＊受講決定後はご返金できません。 

主 催 者： 支える会研修センター 

申 込 先： 〒558-0056 大阪市住吉区万代東１丁目３番１９号 ゆらっとステーション内 

             TEL ０６－６６９０－５３６０ FAX ０６－６６９６－９９５５ 
             E-mail： center@sasaeru.or.jp 

定 員： ２０名 

※ この資格により重度訪問介護の支援が出来ます。 

                                  コース名 ［土日コース］ 

 年 月 日 科  目  名 時  間 

令和５年 

２月２６日(日) 

開講式・オリエンテーション 9:30 ～ 9:45  

重度訪問介護の制度とサービス 9:45 ～ 10:45 １h 

基礎的な介護技術に関する講義 10:45 ～ 11:45 １h 

重度訪問介護利用者の理解 12:30 ～ 13:30 １h 

コミュニケーションの技術に関する講義 13:30 ～ 15:30 ２h 

緊急時の対応及び危険防止に関する講義 15:30 ～ 17:30 ２h 

３月 ４日(土) 

人権啓発に関する知識 10:00 ～ 12:00 ２h 

医療的ケアを必要とする重度訪問介護利用者の障がい及び

支援に関する講義 
12:45 ～ 16:45 ４h 

３月 ５日(日) 

抱きかかえ方及び移乗の方法 9:30 ～ 10:30 １h 

車椅子の移動介助 10:30 ～ 12:30 ２h 

生活行為の介助 13:15 ～ 16:15 ３h 

実習オリエンテーション 16:15 ～ 16:45 ０．５h 

３月１８日(土) 

基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーショ

ンの技術に関する実習  
9:30 ～  14:30 ５h 

外出時の介護技術に関する実習  14:30 ～ 16:30 ２h 

実習オリエンテーション 16:30 ～ 17:00 ０．５h 

３月１９日(日) 
重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習 12:45 ～ 16:45 ４h 

（閉講式） 16:45 ～ 17:15 ０.５h 

   ※ 実施に際しては、手指消毒及びマスクの着用を前提に、会場についても席を一定以上離れて設置し、換気をしながら実施するものと

します。（マスク等配布） 

重度訪問介護従業者養成研修(基礎追加課程) 
のご案内 ［土 日コース］５日間 

大阪府指定番号Ｎｏ３１ 

 

研修情報研修情報

 
 

＜第３号研修（特定の者対象）＞ 
 

 喀痰（かくたん）吸引等研修は、一定の条件の下でたん吸引等業
務を提供することができる介護職員を養成するための研修です。 
研修（実地研修含む）の修了によって、施設や居宅サービス等で 
喀痰吸引などを行うことが認められます。 

            記 
 

開 講 日： ２０２３年３月１２日(日)  

会 場： ゆらっとステーション  ※ 大阪メトロ御堂筋線「西田辺駅」徒歩１２分 ※ 阪堺電軌上町線「姫松駅」徒歩 ９分 
                           ※ 大阪ｼﾃｨﾊﾞｽ「播磨町」徒歩１分・系統 62 63 64 67(あべの橋より）・系統 54A-B(西田辺より) 
 

受 講 資 格： 喀痰吸引等を日常的に必要とする障害者等の支援に従事しようとする方で、研修修了後当該 

     業務を行うことが見込まれる方。実地研修の実施に当たり、対象者及び実施機関と指導講師に

 承諾を得られる見込みのある方。（詳細は問合せ下さい。） 

申込み方法： 電話、ＦＡＸ、郵送、メールにてお申込み下さい。（氏名、ふりがな、郵便番号、住所、ＴＥＬ） 

費 用： ２５，０００円（テキスト代、消費税含む） 

                ＊受講料納入を確認後、受講票送付をもって受講決定とします。 

                ＊受講決定後はご返金できません。 

       郵便振替：００９２０－８－１７４９７９ 

       口座名義：社福 大阪重症心身障害児者を支える会〔 ﾌｸ)ｵｵｻｶｼﾞｭｳｼｮｳｼﾝｼﾝｼｮｳｶﾞｲｼﾞｼｬｦｻｻｴﾙｶｲ 〕 

主 催 者： 支える会研修センター 

申 込 先： 〒558-0056 大阪市住吉区代東１丁目３番１９号 ゆらっとステーション内 

          TEL： ０６－６６９０－５３６０  FAX： ０６－６６９６－９９５５ 

           E-mail：  

定 員： １０名                               ［１日コース］ 
 

科  目  名 内容 時  間 

開講式・オリエンテーション   9:00 ～  9:15 h 

重度障がい児・者等の地域生

活等に関する講義 

・障害者総合支援法と関係法規 

・利用可能な制度 

・重度障がい児(者)等の地域生活 等 
 9:15 ～ 11:15 ２h 

喀痰吸引等を必要とする重度

障がい児・者等の障がい及び

支援に関する講義 

・呼吸について 

・呼吸異常時の症状、緊急時対応 

・人工呼吸器について 

・人工呼吸器にかかる緊急時対応 

・喀痰吸引概説 

・口腔内。鼻腔内、気管カニューレ内部の吸引 

・喀痰吸引のリスク、中止要件、緊急時対応 

・喀痰吸引の手順、留意点 等 

11:15 

 

13:00 

～ 

 

～ 

12:15 

 

15:00 

３h 

緊急時の対応及び危険防止に

関する講義 

・健康状態の把握 

・食と排泄（消化）について 

・経管栄養概説 

・胃ろう（腸ろう）と経鼻経管栄養 

・経管栄養のリスク、中止要件、緊急時対応 

・経管栄養の手順、留意点 等 

15:00 ～ 18:00 ３h 

喀痰吸引等に関する演習 

・口腔内の喀痰吸引 

・鼻腔内の喀痰吸引 

・気管カニューレ内部の喀痰吸引 

・胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

・経鼻経管栄養 

18:00 ～ 19:00 １h 

テスト  19:00 ～ 19:30 ０．５h 

※実地研修は、基本研修に合格した方について、修了後に実施されるものです。 

      ＊実地研修は、利用者の居宅等において、利用者が必要とする行為について研修をします。 

大阪府登録番号 ２７２４０１７ 

 



令和４年１２月１０日（土）、早川福祉会館でクリスマス
会が会場・オンライン（チームズ）で開催されました。
今回も大阪みおつくしライオンズクラブ様が参加してくださ

いました。毎年楽しみにしていますバイオリン演奏、歌、ギター
演奏、子どもたちがくじを引いて、クリスマスプレゼントの
抽選会、そして最後にみんなで合唱と盛り上がりました。
コロナ感染の影響で急遽参加できない方もあり残念でしたが、

オンライン参加も併用して皆さんと楽しい時間を過ごすことが
できました。
ご協力いただいている大阪ゆとりライオンズクラブ様並びに

ご参加、ご支援下さった皆様に感謝申し上げます。

●大阪きょうだいの会は障害児者の兄弟姉妹（きょうだい）の自助グ
ループです。
きょうだい当事者が主催し、参加者一人一人が抱えている問題を仲間

のサポートを受けながら、自分自身の力で解決の道を探っていくことを
めざしています。
活動の柱は例会の開催です（偶数月の第4日曜日、午後）。他に、セミ

ナーなどの啓発活動、全国・関西各地のきょうだい会との交流活動など
も行っています。（2011年1月発足）

●例会はきょうだいの「語り」と「傾聴」の場です。
「きょうだい」という言葉で自分の体験や気持を語れる場、自分の生

きづらさ・悩み・不安などを仲間に話し・聴いてもらう場、もやもやとした感情を吐き出す場、気づきの場・・・
でありたいと願っています。
「きょうだい会に出てくる人は、何を求めて来ているのだろうか・・・。具体的な何かを、答えを求めている

わけではないと思う。自分の気持ちを誰かに聴いてもらいたい、聴いてくれる人がいるから、居心地の良さがあ
るからじゃないのか・・・」
「自分の気持ちを話すことで、楽になれる。話すことで今まで気付かなかった自分に出会える、自分はこんな

ふうに感じて、生きていたのだ・・・と」
「きょうだいのすべてが同じ悩み、同じ苦しみ、同じ生きづらさを、同じだけ持っているわけではないと思う

けれども、お互いに何か共感できる〝ゆるやかなつながり〟が大切ではないか・・・」
「きょうだい会には、職場の同僚や学校の同級生や家族や親戚でもない、日々の暮らしとは直接関係のない友

人・知人がいる・・・。自分を評価してくれたり、期待してくれたり、心配してくれたり・・・、そんな〝ゆる
い関係〟が今の時代には必要なのかもしれない・・・」

●例会の参加対象は原則として18 歳以上の「きょうだい」だけに限定しています。
当事者以外の人（親や専門家、評論家的な人など）がその場にいると、なかなか「本音」を出しづらいからで

す。親の立場の方にとっては納得しづらいことかもしれませんが、親子関係で悩み、生きづらさを抱えて苦しん
でいるきょうだいたちが想像以上に存在します。
家族の内外から「お互いの傷をなめあってどうするのだ・・・」という声が時おり聞こえてきますが、傷つい

た当事者（親・障害のある兄弟姉妹・きょうだい）の自尊感情が大切にされ育まれるような居場所づくりがます
ます必要だと思います。きょうだい会もそのひとつです。

●毎回の参加者は８人前後で半数は初参加の方です。
年齢構成は10代～70 代まで幅広く、どちらかといえば女性が多いです。お互いの顔を見ながら語り合っている

と、言葉以外の表情やしぐさ、対話の微妙な間合いが「きょうだいあるある話」を盛り上げ、気持ちを豊かにし
てくれています。
異世代の人たちと語り合い、情報交換をするなかで学ばされる事、気づかされる事、刺激され勇気づけられる

事がたくさんあります。あなたのご参加をお待ちしております。親の立場の方はきょうだいの背中をそっと押し
てあげてください。

*** 例会のご案内 ***
●第74回例会 2023（令和５）年４月23日（日）13時15分～17時
●第75回例会 2023（令和５）年６月25日（日） 〃 〃

★いずれも、参加費＝1,000円。会場＝国労大阪会館２階第１小会議室。最寄駅＝JR天満駅から徒歩5分。ご連絡
は世話人（溝上090-2384-9368）まで、ショートメールまたは電話でお願いします。当日参加も歓迎です。

（2023.1.20）


